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注入圧：300mmHg

加圧方法：間欠加圧

↓

注入が停止した時点で再加圧
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注入試験の様子

ＰＧ加圧バッグⅡ

電子天秤

胃瘻カテーテル



結 果 ①

用手注入を

想定した実験



用手注入を想定した実験

注入圧：120mmHg

加圧方法：持続加圧

↓

115mmHgまで低下したら再加圧

効果判定

５分未満で８０％以上の注入→○ 適切群

５分以上で８０％以上の注入→△ 困難群

８０％以上の注入が不可 → × 不適群
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【結論】用手注入を行うにあたっては，

寒天による半固形栄養を選択が望ましく，

その場合，カテーテル選択の自由度は高い



結 果 ②

加圧バッグ注入を

想定した実験



加圧バッグ注入を想定した実験

注入圧：300mmHg

加圧方法：間欠加圧

↓

注入が停止した時点で再加圧

効果判定

１５分未満で８０％以上の注入→○ 適切群

１５分以上で８０％以上の注入→△ 困難群

８０％以上の注入が不可 → × 不適群



加圧バッグ注入を想定した実験

増粘半固形

寒天半固形

２０２０２０２０ＦｒＦｒＦｒＦｒ ボタンボタンボタンボタン型型型型２０２０２０２０ＦｒＦｒＦｒＦｒ チューブチューブチューブチューブ脱着型脱着型脱着型脱着型

２０２０２０２０ＦｒＦｒＦｒＦｒ チューブチューブチューブチューブ接着型接着型接着型接着型１２１２１２１２ＦｒＦｒＦｒＦｒ チューブチューブチューブチューブ接着型接着型接着型接着型

注入時間（分）

注
入
量

注
入
量

注
入
量

注
入
量

注入時間（分） 注入時間（分）

注入時間（分）



加圧バッグ注入を想定した実験

１２Frチューブ接着型

２０Frチューブ接着型

２０Frチューブ脱着型

２０Frボタン型

１２Frチューブ接着型

２０Frチューブ接着型

２０Frチューブ脱着型

２０Frボタン型

判定

○

○

○

○

×

○

△

△

80%注入

4.0

0.5

1.0

1.5

到達せず

5.5

18.0

16.0

寒 天
半固形

増 粘
半固形

○：バッグ適切群 △：バッグ困難群 ×：バッグ不適群

（分
）



加圧バッグ注入を想定した実験

１２Frチューブ接着型

２０Frチューブ接着型

２０Frチューブ脱着型

２０Frボタン型

１２Frチューブ接着型

２０Frチューブ接着型

２０Frチューブ脱着型

２０Frボタン型

判定

○

○

○

○

×

○

△

△

80%注入

4.0

0.5

1.0

1.5

到達せず

5.5

18.0

16.0

寒 天
半固形

増 粘
半固形

○：バッグ適切群 △：バッグ困難群 ×：バッグ不適群

（分
）



加圧バッグ注入を想定した実験

１２Frチューブ接着型

２０Frチューブ接着型

２０Frチューブ脱着型

２０Frボタン型

１２Frチューブ接着型

２０Frチューブ接着型

２０Frチューブ脱着型

２０Frボタン型

判定

○

○

○

○

×

○

△

△

80%注入

4.0

0.5

1.0

1.5

到達せず

5.5

18.0

16.0

寒 天
半固形

増 粘
半固形

○：バッグ適切群 △：バッグ困難群 ×：バッグ不適群

（分
）



加圧バッグ注入を想定した実験

１２Frチューブ接着型

２０Frチューブ接着型

２０Frチューブ脱着型

２０Frボタン型

１２Frチューブ接着型

２０Frチューブ接着型

２０Frチューブ脱着型

２０Frボタン型

判定

○

○

○

○

×

○

△

△

80%注入

4.0

0.5

1.0

1.5

到達せず

5.5

18.0

16.0

寒 天
半固形

増 粘
半固形

○：バッグ適切群 △：バッグ困難群 ×：バッグ不適群

（分
）



加圧バッグ注入を想定した実験

１２Frチューブ接着型

２０Frチューブ接着型

２０Frチューブ脱着型

２０Frボタン型

判定

×

○

△

△

80%注入

到達せず

5.5

18.0

16.0

増 粘
半固形

○：バッグ適切群 △：バッグ困難群 ×：バッグ不適群

（分
）

【結論】加圧バッグ注入を行うにあたっては，

増粘半固形栄養を選択が可能であり，

２０Ｆｒ以上のチューブ接着型を選択が望ましい



結 語
半固形栄養材の注入においては，

その物性に適した

カテーテルの選択と

注入法の選択を

行うことが望ましい．


